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会議所は企業の要、地域の灯会議所は企業の要、地域の灯

20232023 88
会員数915名会員数915名

▲館山のまつりの様子（8月2日撮影）

無担保、無保証人、低利子で融資無担保、無保証人、低利子で融資
～マル経融資制度～

利子補給（1.0％）制度が利用できます!
　マル経融資制度は、小規模事業者の皆様の経営改
善に必要な事業資金を館山商工会議所の推薦により
「㈱日本政策金融公庫」から借りられる国の制度です。

※�ご利用の際には各種要件がございますのでお問
い合わせください。☎ 22－8330

担保、保証人 不　要

貸 付 限 度 額 2,000万円

返 済 期 間 10年以内（＊運転資金は7年以内）

利 率 年1.07％（令和 5 年 8月1日現在）

融 資 対 象

従業員（家族従事者、パート、法人
の役員除く）が商業・サービス業
は5名以下、製造業・その他は20
名以下の小規模事業者

令和５年8月１日現在令和５年8月１日現在

◇館山市エネルギー価格高騰対策支援給付金
◇埋蔵文化財の取扱いについて
◇潮流を読む
　ＡＩが社会全体に及ぼすリスクへの懸念の高まり
◇トレンド通信　 絶品の有機野菜を支える『部活』の仕組み
◇中小企業のセキュリティ対策　偽セキュリティ警告に注意
◇LOBO６月結果
　業況ＤＩ４カ月ぶりに悪化　～個人消費回復に一服感～
◇青年部の窓　～大好評！館山駅前朝市のご案内～
◇職場のかんたんメンタルヘルス　ロールモデルは必要か
◇気象予報士×税理士　藤富郷の　クラウドな話



会 議 所 だ よ り
令 和 5 年 8 月 10 日（2）

＜館山市からのお知らせ！＞

埋蔵文化財の取扱いについて
　埋蔵文化財が存在する場所は「周知の埋蔵文化財包蔵地」といいます。包蔵地内で工事等を実施す
る場合は、着工の６０日前までに届出が必要です。まずは、生涯学習課にお問い合わせください。
※詳しくは、館山市ホームページをご覧ください。
https://www.city.tateyama.chiba.jp/syougaigaku/page000367.html

＊お問合せ 生涯学習課文化財係＊
（TEL22-3698、FAX22-6560、Eメール syougaigaku@city.tateyama.chiba.jp）

＜ご確認ください！＞

館山市エネルギー価格高騰対策支援給付金
　館山市では、電気料金及びガス料金の高騰の影響を受けた中小企業者等を支援するため、館山商工会
議所と連携し、『エネルギー価格高騰対策支援給付金』の交付を行います。詳細は市ホームページを確認
してください。

■対象者（以下のすべてを満たす方）
　①中小企業基本法における会社及び個人であること
　　※対象となる法人、業種等については、市ホームページにて確認してください。
　②市内事業者であること（市内に本社、本店等の主たる事業所を有する事業者）
　③�直近の決算もしくは確定申告の期間における対象経費（電気・ガス代）が 25万円を超えるもので
あること

　④事業の内容が公の秩序又は善良の風俗を害するおそれがないこと
　⑤事業を営むにあたって関連する法令及び条例等を遵守していること
　⑥市税等の滞納をしていないこと
　⑦現に事業を営んでいる者であること（今後も事業を継続する意思があること）
　⑧暴力団及びその関係者ではないこと
　⑨千葉県、館山市及びその他自治体における同趣旨の給付金事業の給付要件を満たしていないこと

■給付額
　・直近の決算もしくは確定申告の期間における光熱費（電気・ガス代）の２０％
　　※下限額： 50,000 円（対象経費： 250,000 円未満は、対象外）
　　※上限額：200,000 円（対象経費：1,000,000 円以上は、一律 200,000 円）

■申請手続き
　・受付期間　令和 5年８月 28日（月）から令和 5年 11月 30日（木）まで
　・提出窓口　館山商工会議所（〒 294-0047　館山市八幡 821）※原則窓口での提出

■問合せ
　・館山商工会議所　  （℡ .0470-22-8330）
　・館山市雇用商工課（℡ .0470-22-3362）
　※館山市ホームページ
　　https://www.city.tateyama.chiba.jp/shoukan/page100526.html
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Ｉ
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懸
念
の
高
ま
り
」

「
Ａ
Ｉ
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へ
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懸
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ま
り
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生
成
Ａ
Ｉ
と
い
う
高
度
Ａ
Ｉ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
、
人
間
の

よ
う
に
自
然
な
会
話
が
で
き
る
Ａ

Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
「
Ｃ
ｈ
ａ

ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
」
が
、
オ
ー
プ
ン
Ａ
Ｉ

社
か
ら
２
０
２
２
年
11
月
に
公
開

さ
れ
、
無
料
で
利
用
で
き
る
革
新

的
な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
注
目
さ
れ

た
。
さ
ら
に
23
年
３
月
に
は
、
よ

り
高
度
な
性
能
を
有
す
る
「
Ｇ
Ｐ

Ｔ-

４
」
が
発
売
さ
れ
、
さ
ま
ざ

ま
な
企
業
・
個
人
が
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ

Ｐ
Ｔ
の
Ａ
Ｐ
Ｉ
を
活
用
し
て
サ
ー

ビ
ス
開
発
を
試
み
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
、
Ａ
Ｉ
が
社
会
全
体

に
及
ぼ
す
リ
ス
ク
へ
の
懸
念
が
急

速
に
高
ま
っ
て
い
る
。
23
年
５
月

に
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
拠
点

を
置
く
Ａ
Ｉ
の
安
全
性
に
関
す
る

非
営
利
団
体
Ｃ
Ａ
Ｉ
Ｓ
（
Ｃ
ｅ
ｎ

ｔ
ｅ
ｒ 

ｆ
ｏ
ｒ 

Ａ
Ｉ 

Ｓ
ａ
ｆ
ｅ
ｔ

ｙ
）
が
、「
Ａ
Ｉ
に
よ
る
（
人
類
）

絶
滅
の
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
こ
と

は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
や
核
戦
争
な

ど
の
他
の
社
会
規
模
の
リ
ス
ク
と

並
ん
で
世
界
的
な
優
先
事
項
で
あ

る
べ
き
で
す
」
と
の
声
明
文
を
出

し
た
。
そ
こ
に
は
前
述
の
オ
ー
プ

ン
Ａ
Ｉ
社
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
グ
ー
グ
ル

社
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
な
ど
、
多
く
の
Ａ
Ｉ

に
携
わ
る
著
名
な
関
係
者
が
署
名

し
て
い
る
。

　

他
方
、
23
年
５
月
に
開
催
さ
れ

た
広
島
で
の
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
の
共

同
宣
言
（
Ｇ
７
広
島
首
脳
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
、外
務
省
仮
訳
）
で
は
「
我
々

は
、
急
速
な
技
術
革
新
が
社
会
と

経
済
を
強
化
し
て
き
た
一
方
で
、

新
し
い
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
国
際
的

な
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
必
ず
し
も
追
い

つ
い
て
い
な
い
こ
と
を
認
識
す
る
」

と
し
た
。
さ
ら
に
「
我
々
は
、
関

係
閣
僚
に
対
し
、
生
成
Ａ
Ｉ
に
関

す
る
議
論
の
た
め
に
、
包
摂
的
な

方
法
で
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
及
び
Ｇ
Ｐ
Ａ

Ｉ
［
注
１
］
と
協
力
し
つ
つ
、
Ｇ

７
の
作
業
部
会
を
通
じ
た
、
広
島

Ａ
Ｉ
プ
ロ
セ
ス
を
年
内
に
創
設
す

る
よ
う
指
示
す
る
」
と
し
て
い
る
。

具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
が
国
際
協

調
の
中
で
ど
の
よ
う
に
実
行
に
移

さ
れ
て
い
く
の
か
が
注
目
さ
れ
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
欧
州
は
か
な

り
先
ん
じ
た
動
き
を
し
て
い
る
。

６
月
14
日
に
は
欧
州
議
会
は
、
Ａ

Ｉ
法
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
（
欧

州
委
員
会
と
欧
州
閣
僚
理
事
会
）

と
の
交
渉
上
の
立
場
に
つ
い
て
、

同
法
に
賛
成
す
る
こ
と
を
採
択
し

た
。
同
法
に
対
し
て
、
賛
成
４
９

９
票
、
反
対
28
票
と
賛
成
票
が
圧

倒
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
棄
権

も
93
票
あ
り
、
他
国
と
の
Ａ
Ｉ
開

発
競
争
で
劣
後
す
る
こ
と
な
ど
、

複
雑
な
議
員
の
胸
中
が
読
み
取
れ

る
。
こ
の
理
由
と
し
て
、
同
法
は

欧
州
で
開
発
お
よ
び
使
用
さ
れ
る

Ａ
Ｉ
に
限
定
し
て
い
る
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
よ
う
。
そ
の
一
方
、
現
実

の
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
で
は「
人

間
の
監
視
、安
全
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、

透
明
性
、
無
差
別
、
社
会
的
お
よ

び
環
境
的
福
祉
を
含
む
Ｅ
Ｕ
の
権

利
と
価
値
観
」（
当
該
Ａ
Ｉ
法
）
に

反
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
る

こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

事
例
が
権
利
と
価
値
観
に
完
全
に

合
致
し
て
い
る
保
証
を
受
け
れ
ば
、

欧
州
で
は
正
し
い
Ａ
Ｉ
の
導
入
と

い
う
側
面
で
先
ん
じ
て
優
位
に
立

て
る
と
期
待
で
き
る
。

　

さ
ら
に
欧
州
議
会
の
先
導
的
な

施
策
と
し
て
は
、
当
該
Ａ
Ｉ
法
に

定
め
ら
れ
る
規
則
は
リ
ス
ク
ベ
ー

ス
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
て
い

る
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
。
つ
ま
り

そ
の
リ
ス
ク
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
、

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
（
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム

の
提
供
者
）
と
そ
れ
を
導
入
す
る

個
人
・
企
業
な
ど
の
当
事
者
の
義

務
を
定
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

既
に
欧
州
議
会
は
、
禁
止
リ
ス
ト

を
列
挙
［
注
２
］
し
て
、
Ａ
Ｉ
に

よ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
お
よ
び

差
別
的
使
用
の
禁
止
行
為
を
列
挙

し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
禁
止
リ
ス

ト
は
、
裏
を
返
せ
ば
、
他
国
で
は

既
に
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ

て
い
る
事
例
と
い
え
る
。
グ
ロ
ー

バ
ル
に
シ
ス
テ
ム
が
オ
ー
プ
ン
化

さ
れ
て
い
る
現
在
、
リ
ス
ク
・
ア

プ
ロ
ー
チ
と
は
い
え
、
他
国
で
Ａ

Ｉ
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
て
い
る

か
ど
う
か
の
判
断
は
難
し
く
、
規

制
す
る
こ
と
は
困
難
を
極
め
る
と

考
え
ら
れ
る
。
や
は
り
国
際
協
調

が
な
け
れ
ば
抜
け
穴
だ
ら
け
の
規

制
に
な
り
か
ね
な
い
。
世
界
は
一

段
と
分
断
の
道
を
進
み
、
Ａ
Ｉ
に

よ
る
社
会
全
体
に
及
ぼ
す
リ
ス
ク

へ
の
懸
念
が
高
ま
っ
て
い
る
中
、

Ｇ
７
の
広
島
Ａ
Ｉ
プ
ロ
セ
ス
の
早

急
な
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
が
待

た
れ
る
。
他
方
、
Ａ
Ｉ
が
人
類
を

滅
ぼ
す
と
は
人
類
の
お
ご
り
で
あ

り
、
結
局
、
そ
れ
を
利
用
す
る
人

類
の
倫
理
・
道
徳
の
欠
如
が
人
類

を
滅
ぼ
す
と
い
え
る
の
で
な
い
だ

ろ
う
か
。　
　
（
６
月
19
日
執
筆
）

［
注
１
］ �人
工
知
能
グ
ロ
ー
バ
ル
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ（
Ｇ
Ｐ
Ａ
Ｉ
）

［
注
２
］� 「
公
的
に
ア
ク
セ
ス
可
能
な

空
間
に
お
け
る
『
リ
ア
ル
タ
イ

ム
』遠
隔
生
体
認
証
シ
ス
テ
ム
」

「『
事
後
』
遠
隔
生
体
認
証
シ
ス

テ
ム
。た
だ
し
、重
大
な
犯
罪
の

訴
追
の
た
め
の
法
執
行
機
関

を
除
き
、
司
法
の
許
可
が
あ
っ

た
場
合
に
限
定
」「
セ
ン
シ
テ
ィ

ブ
な
特
性（
性
別
、人
種
、民
族
、

市
民
権
ス
テ
ー
タ
ス
、宗
教
、政

治
的
指
向
な
ど
）
を
使
用
し
た

生
体
認
証
分
類
シ
ス
テ
ム
」「
予

測
警
察
シ
ス
テ
ム
（
プ
ロ
フ
ァ

イ
リ
ン
グ
、場
所
、ま
た
は
過
去

の
犯
罪
行
為
に
基
づ
く
）」「
法

執
行
機
関
、国
境
管
理
、職
場
、

教
育
機
関
に
お
け
る
感
情
認

識
シ
ス
テ
ム
」「
顔
認
識
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
作
成
す
る
た
め
に
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
た
は
Ｃ
Ｃ

Ｔ
Ｖ
映
像
か
ら
顔
画
像
を
対

象
を
絞
ら
ず
に
収
集
す
る
（
人

権
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
の

侵
害
）」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

株
式
会
社
大
和
総
研 

金
融
調
査
部

　

主
席
研
究
員　
　

内
野　

逸
勢
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先
日
、
愛
知
県
の
伊
良
湖
岬
の

近
く
で
春
菊
や
ニ
ラ
な
ど
の
野
菜

を
育
て
て
い
る
吉
田
園
を
訪
ね
て

き
ま
し
た
。
抗
生
物
質
な
ど
の
薬

を
与
え
ず
に
育
て
た
豚
の
ふ
ん
か

ら
堆
肥
を
つ
く
り
、
農
薬
を
使
わ

な
い
で
野
菜
を
育
て
る
こ
と
に
徹

底
し
て
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。地
元

の
高
級
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
の
シ
ェ

フ
が
足
し
げ
く
通
う
農
園
で
、
そ

の
取
り
組
み
は
テ
レ
ビ
な
ど
で
も

紹
介
さ
れ
、ネ
ッ
ト
直
販
を
通
じ
た

フ
ァ
ン
が
全
国
に
い
ま
す
。

　

農
薬
を
使
わ
な
い
で
野
菜
を
育

て
る
の
は
、
安
心
・
安
全
と
い
う
付

加
価
値
を
生
む
一
方
で
、
雑
草
や
害

虫
な
ど
の
駆
除
や
対
策
に
膨
大
な

手
間
を
必
要
と
し
ま
す
。し
か
も

そ
の
手
間
に
よ
る
コ
ス
ト
上
昇
分
を

全
て
販
売
価
格
に
転
嫁
す
る
の
は

難
し
い
と
い
う
現
実
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
吉
田
園
の
ビ
ジ
ネ

ス
を
支
え
て
い
る
も
の
の一つ
に
、
吉

田
さ
ん
が「
部
活
」と
呼
ぶ
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
雑
草
取
り
や
害
虫

駆
除
な
ど
の
作
業
提
供
の
仕
組
み

が
あ
り
ま
す
。近
隣
だ
け
で
な
く
、

名
古
屋
市
や
東
京
近
郊
か
ら
こ
の

活
動
に
参
加
す
る
人
が
数
十
人
も

い
る
そ
う
で
す
。

　

部
活
は
基
本
的
に
無
償
参
加

で
す
が
、
お
礼
に
そ
の
と
き
ど
き
の

野
菜
を
持
ち
帰
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。健
康
維
持
の
た
め
、
ス
ト
レ
ス

解
消
の
た
め
、子
ど
も
連
れ
で
参
加

し
て
食
育
や
自
然
に
触
れ
合
う
教

育
の
た
め
な
ど
、
参
加
者
の
目
的
は

そ
れ
ぞ
れ
。参
加
す
る
側
も
大
い
に

農
作
業
を
楽
し
ん
で
い
る
そ
う
で

す
。地
域
の
人
口
が
減
り
、
人
手
不

足
が
慢
性
化
し
て
い
る
状
況
の
中
、

高
付
加
価
値
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
つ
く

り
た
い
と
考
え
る
地
方
の
事
業
者

に
と
っ
て
、
多
く
の
示
唆
が
あ
る
例

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

事
業
者
が
ビ
ジ
ネ
ス
を
回
し
て

い
く
た
め
に
は
、
大
き
く「
ヒ
ト
、モ

ノ
、カ
ネ
、
情
報
」の
四
つ
の
経
営
資

源
が
必
要
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。い

ず
れ
も
地
方
の
中
小
企
業
に
は
十

分
だ
と
は
い
え
ま
せ
ん
。カ
ネ
に
つ

い
て
、
例
え
ば
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
は
、
地
域
外
の
人
か
ら
も
直

接
支
援
を
受
け
付
け
る
仕
組
み
で

す
。た
だ
、ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

で
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業

者
に
15
～
20
％
程
度
の
手
数
料
を

支
払
う
必
要
が
あ
る
こ
と
や
、あ
ら

か
じ
め
返
礼
品
の
コ
ス
ト
を
見
込
ん

で
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。人

件
費
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
削
減
で
き

る
吉
田
園
の
部
活
に
比
べ
る
と
、
実

質
的
な
支
援
の
効
果
は
薄
ま
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

部
活
で
は
、お
礼
に
採
れ
た
野
菜

を
持
ち
帰
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、

た
く
さ
ん
採
れ
て
余
裕
の
あ
る
も

の
や
、少
し
形
が
悪
く
て
市
場
で
売

り
に
く
い
も
の
を
使
う
た
め
、
コ
ス

ト
は
さ
ほ
ど
か
か
り
ま
せ
ん
。そ
も

そ
も
、
部
活
で
汗
を
流
す
こ
と
自

体
が
、
部
員
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
な

た
め
、お
礼
の
品
を
豪
華
に
す
る
必

要
が
な
く
、
事
業
者
の
コ
ス
ト
負
担

は
小
さ
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
や
高
齢
化
に
よ
っ
て
、

地
方
で
人
材
の
手
当
て
は
ど
ん
ど

ん
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。物
理
的

な
作
業
を
求
め
る
人
手
と
し
て
だ

け
で
な
く
、
例
え
ば
都
市
部
の
大

企
業
で
培
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
を

必
要
な
時
期
だ
け
、
適
切
な
コ
ス
ト

で
地
方
に
受
け
入
れ
る
た
め
の
仕

組
み
も
い
ろ
い
ろ
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。い
わ
ば
よ
そ
者
が
地
方
の
付

加
価
値
づ
く
り
を
支
え
る
仕
組
み

で
す
。こ
れ
が
成
功
す
る
た
め
に
大

切
な
こ
と
は
「
良
い
関
係
を
生
ん
で

い
る
の
は
お
カ
ネ
で
は
な
く
善
意
」

と
い
う
点
だ
と
思
い
ま
す
。

日
経
Ｂ
Ｐ
総
合
研
究
所 

上
席
研
究
員　
　

渡
辺　

和
博

「
絶
品
の
有
機
野
菜
を
支
え
る『
部
活
』の
仕
組
み
」

ト
レ
ン
ド
通
信

ト
レ
ン
ド
通
信

充実した設備と
　細かいサービス
大型カラー印刷機完備 !!

お気軽にお問合せください

○チラシ・パンフレット印刷
○オンデマンド印刷
　データ入稿～印刷～製本
○記念誌・自分史・郷土史
　写真集・自費出版　etc…

館山本社・館山工場
館山市山本226　〒294-0014
TEL.0470-22-2277
FAX.0470-23-2278

千葉支社（経営本部）
千葉市中央区生実町2498-8　〒260-0813
TEL.043-300-8661
FAX.043-300-8665
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中
小
企
業
の　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

相
談
件
数
が
増
加

５
月
は
過
去
最
高
に

　

独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進

機
構
（
Ｉ
Ｐ
Ａ
）
で
は
、
一
般
的

な
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る

技
術
的
な
相
談
窓
口
「
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
安
心
相
談
窓
口
」
を

運
用
し
て
い
る
。 

最
近
は
、
パ

ソ
コ
ン
の
ブ
ラ
ウ
ザ
画
面
に
表
示

さ
れ
る
「
偽
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
警
告

（
別
名
：
サ
ポ
ー
ト
詐
欺
）」
の
手

口
に
関
す
る
相
談
件
数
が
継
続
し

て
増
加
し
て
お
り
、
月
間
相
談
件

数
が
、
２
０
２
３
年
５
月
は
過
去

最
高
の
４
４
６
件
と
な
っ
た
。
一

般
ユ
ー
ザ
ー
と
比
べ
る
と
少
な
い

も
の
の
、
企
業
か
ら
も
当
該
被
害

リ
テ
ィ
警
告
が
表
示
さ
れ
、
解
決

の
た
め
に
記
載
し
て
あ
る
電
話
番

号
に
電
話
を
か
け
る
よ
う
に
誘
導

さ
れ
る
と
い
う
も
の
。電
話
を
か

け
る
と
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
パ
ソ

コ
ン
を
遠
隔
操
作
さ
れ
有
償
サ

ポ
ー
ト
契
約
と
代
金
支
払
い
へ
誘

導
さ
れ
る
。支
払
い
手
段
は
プ
リ

ペ
イ
ド
カ
ー
ド
を
指
定
さ
れ
る
た

め
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
そ
の
カ
ー
ド

を
買
い
に
行
く
よ
う
に
指
示
さ
れ

る
。

　

一
般
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
相
談

で
は
、
相
手
に
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー

ド
を
何
度
も
買
い
に
行
か
さ
れ
、

カ
ー
ド
の
番
号
を
相
手
に
伝
え

て
し
ま
っ
た
結
果
、
被
害
額
が
数

十
万
円
に
な
る
ケ
ー
ス
を
多
く
確

認
し
て
い
る
。

　

一
方
、企
業
の
場
合
は
、パ
ソ
コ

ン
を
遠
隔
操
作
さ
れ
た
こ
と
で
情

報
が
漏
え
い
し
た
の
で
は
な
い
か

と
い
う
心
配
の
相
談
が
多
く
な
っ

て
い
る
。

手
口
の
周
知
徹
底
・

対
応
ル
ー
ル
づ
く
り
を

　

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
対
策

と
し
て
、管
理
者
は
、社
内
で
偽
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
警
告
の
手
口
に
つ
い 

て
、
周
知
や
研
修
を
行
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。そ
の
際
は
Ｉ
Ｐ
Ａ
の

注
意
喚
起
な
ど
を
参
考
に
し
て
ほ

し
い
。ま
た
、偽
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
警

告
に
限
ら
ず
、
パ
ソ
コ
ン
に
異
常

が
あ
っ
た 

場
合
の
対
応
ル
ー
ル

を
定
め
て
徹
底
し
て
い
た
だ
き
た

い
。特
に
、テ
レ
ワ
ー
ク
時
に
発
生

し
た
異
常
の
連
絡
や
、
管
理
者
の

許
可
な
く
業
務
用
の
パ
ソ
コ
ン
を

第
三
者
に
遠
隔
操
作
を
さ
せ
な
い

こ
と
を
徹
底
し
て
ほ
し
い
。　

　

従
業
員
は
、
パ
ソ
コ
ン
に
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
警
告
が
出
た
ら
、
対

処
を
自
分
一
人
で
判
断
せ
ず
、
会

社
の
対
応
ル
ー
ル
に
従
い
、
落
ち

着
い
て
シ
ス
テ
ム
管
理
者
ま
た
は

上
司
に
連
絡
し
て
い
た
だ
き
た

い
。冷
静
な
対
処
が
、
ご
自
身
、
会

社
の
情
報
資
産
を
守
る
こ
と
に
つ

な
が
る
。

　

ま
た
、
画
面
に
表
示
さ
れ
た
電

話
番
号
に
電
話
を
し
な
い
、
シ
ス

テ
ム
管
理
者
ま
た
は
上
司
の
許
可

な
く
相
手
か
ら
の
遠
隔
操
作
の
要

求
を
許
可
し
な
い
で
い
た
だ
き
た

い
。特
に
、 

パ
ソ
コ
ン
の
異
常
に

対
処
す
る
と
い
っ
た
サ
ポ
ー
ト
名

目
の
誘
い
に
注
意
し
て
ほ
し
い
。 

　

企
業
で
偽
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
警
告

に
遭
遇
し
た
相
談
事
例
や
情
報
漏

え
い
の
有
無
の
判
断
材
料
、
従
業

員
研
修
の
た
め
の
参
考
情
報
な
ど

は
Ｉ
Ｐ
Ａ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
し
て
ほ
し
い
。

独
立
行
政
法
人

　

情
報
処
理
推
進
機
構　

江
島　

将
和

安
心
相
談
窓
口
だ
よ
り

「
会
社
や
組
織
の
パ
ソ
コ

ン
に
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
警

告
が
出
た
ら
、 

管
理
者

に
連
絡
！
」は
こ
ち
ら

に
関
す
る
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
の
で
、
注
意
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　

企
業
で
は
テ
レ
ワ
ー
ク
で
従
業

員
が
自
宅
で
業
務
用
パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
て
仕
事
を
す
る
機
会
が
増

え
、「
偽
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
警
告
」

の
手
口
に
遭
遇
し
た
際
に
、同
僚
、

上
司
、
シ
ス
テ
ム
管
理
者
が
近
く

に
い
な
い
た
め
、
自
分
で
解
決
し

よ
う
と
し
て
被
害
が 

発
生
し
て

い
る
こ
と
も
要
因
の
一
つ
と
思
わ

れ
る
。 

表
示
さ
れ
た
電
話
番
号

に
電
話
を
か
け
て
、
相
手
に
パ
ソ

コ
ン
を
遠
隔
操
作
さ
れ
る
と
、
パ

ソ
コ
ン
内
に
機
密
情
報
や
個
人
情

報
が 

保
管
さ
れ
て
い
た
場
合
に
、

情
報
漏
え
い
事
故
と
し
て
の
対
応

が
必
要
に
な
る
か
の
判
断
や
調
査

を
迫
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

代
金
支
払
い
へ
誘
導

情
報
漏
え
い
の
懸
念
も

　

偽
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
警
告
の
手
口

は
、
パ
ソ
コ
ン
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
閲
覧
中
の
ブ
ラ
ウ
ザ
画
面
上

に
、 

本
物
に
見
せ
か
け
た
セ
キ
ュ

偽
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
警
告
に
注
意
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日
本
商
工
会
議
所
は
６
月
30

日
、
６
月
の
商
工
会
議
所
Ｌ
Ｏ
Ｂ

Ｏ
（
早
期
景
気
観
測
）
の
調
査
結

果
を
発
表
し
た
。
６
月
の
全
産
業

合
計
の
業
況
Ｄ
Ｉ
は
、
▲
８
・
９

（
前
月
比
▲
２
・
７
㌽
）
で
先
行
き

見
通
し
Ｄ
Ｉ
は
、
▲
10
・
２
（
今

月
比
▲
１
・
３
㌽
）。
ブ
ロ
ッ
ク
別

で
は
、
関
西
、
四
国
の
２
ブ
ロ
ッ

ク
で
改
善
し
、
東
北
、
北
陸
信
越
、

関
東
、
東
海
、
九
州
の
５
ブ
ロ
ッ

ク
で
悪
化
。
北
海
道
、
中
国
の
２

ブ
ロ
ッ
ク
は
横
ば
い
だ
っ
た
。

　

６
月
の
全
産
業
合
計
の
業
況
Ｄ

Ｉ
は
、
▲
８
・
９
と
前
月
を
２
・
７

㌽
下
回
っ
た
。サ
ー
ビ
ス
業
で
は
、

飲
食
・
宿
泊
業
な
で
需
要
回
復
は

継
続
す
る
一
方
、
深
刻
な
人
出
不

足
に
伴
う
受
注
機
会
の
損
失
に
よ

り
、
業
況
は
悪
化
。
ま
た
、
小
売

業
で
は
、
物
価
高
に
よ
り
消
費
者

の
日
用
品
な
ど
の
買
い
控
え
が
継

続
し
て
お
り
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
を

中
心
に
悪
化
し
た
。

　

卸
売
業
で
も
、
梱
包
資
材
価
格

の
高
止
ま
り
に
加
え
、
小
売
業
・

サ
ー
ビ
ス
業
か
ら
の
引
き
合
い
減

少
で
悪
化
。
建
設
業
・
製
造
業
で

は
、
設
備
投
資
需
要
が
堅
調
に
推

移
す
る
一
方
、
度
重
な
る
コ
ス
ト

増
に
価
格
転
嫁
が
追
い
付
い
て
お

ら
ず
、
横
ば
い
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

原
材
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の

高
騰
や
人
材
確
保
に
向
け
た
賃
上

げ
な
ど
の
コ
ス
ト
増
加
が
継
続
。

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
挽
回
消
費
に
も

一
服
感
が
見
ら
れ
、
中
小
企
業
の

業
況
は
悪
化
に
転
じ
た
。

L O B O
6 月結果

業
況
Ｄ
Ｉ
４
カ
月
ぶ
り
に
悪
化

業
況
Ｄ
Ｉ
４
カ
月
ぶ
り
に
悪
化

～
個
人
消
費
回
復
に
一
服
感
～

～
個
人
消
費
回
復
に
一
服
感
～

　

先
行
き
見
通
し
Ｄ
Ｉ
は
▲
10
・

２
（
▲
１
・
３
㌽
）。
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
・
国
内
観
光
需
要
の
回
復
や
、

企
業
の
設
備
投
資
の
増
加
な
ど
、

経
済
活
動
の
さ
ら
な
る
改
善
が
期

待
さ
れ
る
一
方
で
、
原
材
料
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
に
よ
る
コ

ス
ト
負
担
増
や
人
手
不
足
へ
の
対

応
な
ど
は
長
期
化
し
て
お
り
、
経

営
の
足
か
せ
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
価
格
転
嫁
実
施
後
に
受
注
・

販
売
数
量
の
減
少
が
生
じ
た
と
の

声
も
あ
り
、
中
小
企
業
の
経
営
課

題
は
多
様
化
し
、
慎
重
な
見
方
が

続
い
て
い
る
。
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青

年

部

の

窓

～
大
好
評
！
館
山
駅
前
朝
市
の
ご
案
内
～

　
青
年
部
で
は
、
本
年
６
月
よ
り
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
、

館
山
駅
東
口
の
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ａ
Ｌ 

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ
に
て
『
館
山
駅
前
朝

市
』
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

新
鮮
な
野
菜
、
魚
、
肉
、
ジ
ビ
エ
な
ど
を
販
売
し
、
購
入

し
た
食
材
は
す
ぐ
に
「
マ
イ
丼
」
に
し
て
お
楽
し
み
い
た
だ

く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
次
回
の『
館
山
駅
前
朝
市
』は
、お
盆
明
け
の
８
月
19
日（
土
）

午
前
９
時
か
ら
開
催
い
た
し
ま
す
。
今
回
の
マ
イ
丼
の
目
玉

は
『
館
山
ジ
ビ
エ
セ
ン
タ
ー
』
の
猪
肉
を
使
っ
た
一
品
で
す
！

ご
来
場
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

　

仕
事
を
し
て
い
く
上
で
「『
ロ
ー

ル
モ
デ
ル
』
は
必
要
だ
」
と
考
え

て
い
る
人
が
と
て
も
多
い
気
が
し

ま
す
。
実
際
に
「
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
が

見
つ
か
ら
な
い
」
と
い
う
悩
み
や
、

「
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
が
い
な
い
職
場
な

の
で
辞
め
よ
う
か
と
思
う
」
な
ど
の

相
談
は
よ
く
あ
り
ま
す
。
ロ
ー
ル
モ

デ
ル
が
必
要
だ
と
考
え
る
理
由
は
、

仕
事
の
や
り
方
を
は
じ
め
、「
自
分

の
将
来
を
思
い
描
く
対
象
と
し
て
、

具
体
的
な
象
徴
に
な
る
こ
と
」
に
あ

る
よ
う
で
す
。
手
探
り
で
物
事
を
模

索
し
て
い
る
人
に
と
っ
て
、
そ
れ
は

解
決
策
の
よ
う
に
感
じ
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
確
か
に
、
目
標
や
理
想

と
す
る
人
物
像
が
あ
る
こ
と
は
、
そ

れ
を
目
指
し
て
頑
張
る
と
い
う
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
つ
た
め
に
は
、
一

定
の
効
果
が
あ
り
そ
う
で
す
。

　

た
だ
、
リ
ス
ペ
ク
ト
で
き
る
素
晴

ら
し
く
有
能
な
上
司
が
い
た
と
し

て
、「
あ
の
人
の
よ
う
に
な
り
た
い
」

と
思
っ
た
と
き
に
、
同
じ
よ
う
に
業

務
を
こ
な
し
、
同
じ
よ
う
に
業
績
を

上
げ
、
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る

で
し
ょ
う
か
。
年
齢
、
経
歴
、
家
庭

環
境
、
そ
の
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
を
「
自
分
と
は
異
な
る
人
物
」

と
同
じ
よ
う
に
す
る
こ
と
は
難
し

く
、
結
局
「
自
分
は
ダ
メ
だ
」
と
自

己
否
定
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
し

ま
う
ケ
ー
ス
が
残
念
な
が
ら
多
く
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
自
信
を
喪
失
す
る

き
っ
か
け
に
も
な
り
や
す
い
の
で
要

注
意
で
す
。

　

時
代
背
景
も
刻
々
と
変
わ
り
、
業

務
内
容
も
変
化
し
て
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
中
で
、「
前
例
に
基
づ
き
、

こ
う
す
れ
ば
大
丈
夫
」
と
今
ま
で
と

同
じ
こ
と
を
し
て
も
、
う
ま
く
い
き

ま
せ
ん
。
柔
軟
な
変
化
が
求
め
ら

れ
て
い
る
昨
今
、「
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
」

の
存
在
は
デ
メ
リ
ッ
ト
に
さ
え
な
り

ま
す
。

　

し
か
し
、
特
定
の
人
に
憧
れ
る
こ

と
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
は
、
１
人
に
限

定
せ
ず
に
「
○
○
さ
ん
の
こ
の
部
分

は
取
り
入
れ
よ
う
」「
△
△
さ
ん
の

こ
の
姿
勢
は
ま
ね
し
た
い
」
と
、
そ

れ
ぞ
れ
の
「
い
い
と
こ
取
り
」
を
目

指
す
こ
と
が
健
全
な
方
法
で
す
。

　

ま
た
、身
近
な
人
物
だ
け
で
な
く
、

成
功
を
収
め
た
著
名
人
を
目
標
と
し

て
い
る
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
共

感
し
、
高
い
志
を
持
つ
こ
と
は
素
晴

ら
し
い
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
そ
の

や
り
方
や
考
え
方
を
そ
の
ま
ま
で
は

な
く
、「
自
分
事
」
と
し
て
落
と
し

込
む
作
業
が
必
要
で
す
。
実
現
可
能

な
と
こ
ろ
ま
で
ア
レ
ン
ジ
で
き
て
こ

そ
結
果
に
つ
な
が
り
、
や
り
が
い
や

自
信
に
結
び
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

日
本
メ
ン
タ
ル
ア
ッ
プ
支
援
機
構

代
表
理
事　

大
野　

萌
子

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
は
必
要
か
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今
年
は
暑
さ
の
訪
れ
が
早
く
、
５

月
な
の
に
35
度
以
上
の
猛
暑
日
の
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
暑
さ
が

原
因
で
引
き
起
こ
さ
れ
る
の
が
、「
熱

中
症
」
で
す
。

　

以
前
は
「
日
射
病
」
と
い
う
言
葉

が
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
太
陽
の

日
差
し
だ
け
で
な
る
わ
け
で
は
な
く

室
内
で
も
発
症
す
る
た
め
、
熱
中
症

と
い
う
広
い
意
味
の
言
葉
が
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
実
際
、
東

京
消
防
庁
の
調
査
で
は
、
住
宅
内
で

の
発
症
が
４
割
以
上
で
一
番
多
く
、

日
差
し
が
な
い
か
ら
安
心
と
は
い
え

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
熱
を
発
症
す
る
の
が
熱
中
症
の

特
徴
で
、
体
温
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が

で
き
な
い
状
態
に
な
り
、
命
に
危
険

が
及
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

熱
中
症
は
人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
こ
20
年
で
亡
く
な
る
人
が
５

倍
に
も
増
え
て
お
り
、
身
近
な
症
状

に
な
っ
て
い
ま
す
。
原
因
は
、
近
年

の
温
暖
化
の
影
響
で
「
猛
暑
日
」
と

い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る
く
ら
い
気
温

が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
私
も

10
年
ほ
ど
前
、
夏
の
炎
天
下
に
１
時

間
く
ら
い
散
歩
し
た
と
こ
ろ
、
急
に

熱
っ
ぽ
く
な
り
ふ
ら
ふ
ら
し
て
き
ま

し
た
。
症
状
は
軽
く
意
識
は
し
っ
か

り
し
て
い
た
の
で
す
が
、
初
め
て
熱

中
症
を
経
験
し
、
決
し
て
大
丈
夫
だ

と
思
っ
て
は
い
け
な
い
と
感
じ
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
な
命
に
関
わ
る
熱
中
症

は
予
防
で
き
ま
す
。そ
の
方
法
は「
気

温
を
数
字
で
知
る
こ
と
」
で
す
。
ま

ず
、天
気
予
報
で
「
予
想
最
高
気
温
」

を
確
認
し
、
今
日
の
熱
中
症
の
危
険

度
合
が
判
断
で
き
れ
ば
、
備
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
ば
に

温
度
計
を
置
い
て
、
今
の
気
温
が
ど

こ
ま
で
上
が
っ
て
い
る
の
か
数
字
で

確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
特
に

高
齢
に
な
る
と
気
温
を
自
分
の
感
覚

で
判
断
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て

き
ま
す
の
で
、
数
字
で
見
る
と
分
か

り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
熱
中
症
に
な
り
や
す
い
危

険
な
日
は
昼
間
の
外
出
を
控
え
る
こ

と
が
大
切
で
す
が
、
ど
う
し
て
も
、

日
差
し
が
強
く
一
番
気
温
の
上
が
る

時
間
に
出
か
け
な
い
と
い
け
な
い
場

合
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の

と
き
に
効
果
的
な
の
は
「
日
傘
」
で

す
。
日
差
し
を
直
接
受
け
な
い
こ
と

で
、
頭
頂
部
の
温
度
が
日
傘
の
下
で

は
10
度
以
上
も
低
か
っ
た
と
い
う
研

究
結
果
が
あ
り
、
ま
さ
に
自
分
だ
け

の
木
陰
に
な
り
ま
す
。
最
近
は
男
性

で
も
日
傘
を
使
う
人
が
増
え
て
き
て

い
ま
す
。
昔
か
ら
の
イ
メ
ー
ジ
で
恥

ず
か
し
さ
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
今
は
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
の

日
傘
も
あ
り
ま
す
。
紫
外
線
対
策
に

も
な
り
、「
日
傘
男
子
」
と
し
て
む

し
ろ
意
識
が
高
く
感
じ
て
も
ら
え
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
熱
中
症

は
命
に
も
関
わ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

気
象
予
報
士
兼
税
理
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藤
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